
現状 市民意見等 差 建替え(試算)

児
童
館

遊戯室 110㎡ 270㎡ △90
(旧学童分)

子ども・若者
(児童館等)

180㎡

工作室 40㎡

図書室 30㎡

旧学童 90㎡

図
書
館

1F書架等 360㎡ 360㎡ ±0 図書館 360㎡

2F閲覧室 40㎡ 290㎡ △50 コミュニティ
新しい機能 240㎡

地
区

市
民

ﾎｰﾙ

第1会議室 100㎡

第2会議室 30㎡

老
人

福
祉
館

集会室 90㎡

教養娯楽室 30㎡

お風呂 30㎡ 30㎡ △30

4
施
設
の

事
務
室
・

共
用
部
等

事務室,倉庫 200㎡ 600㎡ △380 事務室・
共用部分等
※児童館・図書館・
ｺﾐｭﾆﾃｨ施設分

220㎡

玄関 60㎡

トイレ 90㎡

階段・廊下等 250㎡

1,550㎡ △550 1,000㎡±α(試算)

改修 差 建替え

整備費用
※環境配慮に要する
費用を考慮しない

約7.7億円（試算）
※老朽化対応やエレベーター増設は含むが、一つの入口
などレイアウト変更では増額の可能性あり

0.8億円
(試算)

約6.9億円（試算）
※解体：約1.6億円+建設：約5.3億円

維持管理費
※性能向上による費用
削減を考慮しない

約1400万円（試算） ➡30年間で約4.2億円(試算)
※約1300万円（R3決算）+約80万円（EV点検）

1.2億円
(30年間試算)

約1000万円（試算） ➡30年間で約3.0億円(試算)
※約1300万円（R3決算）－約300万円（光熱水費・清掃削減面積分）

主な意見
・今の広さを維持できる
・整備も維持管理も費用が高い
・今の施設が使い慣れている

・整備も維持管理も、費用を抑えられる
・機能を維持できるか不安
・具体的な検討の中で、面積の調整は必要では

建替え

子どもの居場所は大切

・だれでも集えるﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ(ﾛﾋﾞｰ)
・読書や勉強、仕事ができるｽﾍﾟｰｽ
・飲食できるｽﾍﾟｰｽ
・サークル活動の貸室
・相談が繋がる など

重複する事務室・
玄関・トイレ等を集約
各機能の連携強化
階段を削減

サークル活動を続けたい

大規模改修

① 費用等

② 面積と機能の整理

具体の面積は整備方針決定後、
所管と検討する中で変動

図書館を残してほしい

ハードの整理

建設費用は
約53万円/㎡で算出

市民意見を、コスト(将来負担)を抑えながら実現するため、建替え案も検討
パネル4-1/整備方針案6
豊ヶ丘複合施設整備方針案ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ
2023/3/29, 30, 4/1, 2



③-1 施設の配置とメリット・デメリット

市民ＷＳ改修案 ※現施設で実現しようとした場合 （1,548.66+α㎡）

壁を抜く、入口を作る、設備(トイレや
機械室)の改修にはさらにお金がかかる

廊下や階段など無駄な空間が多い

断熱など環境配慮
にお金がかかる

施設が大きい分、
維持管理コストがかかる

閉館期間が短く済む
面積を維持できる

施設的な制約があるので、
間取りの工夫に限界がある

2階に分かれると
管理に手間がかかる

市民ＷＳ中間報告
の改修案を、現施
設で実現する場合
の案

市民ＷＳ案の実現は不可能ではないが、
施設的な制約や費用などの課題がある…

その他の意見 「コストはかかるが、現状の広さを維持できるので安心」

メリット デメリット

パネル4-2/整備方針案6
豊ヶ丘複合施設整備方針案ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ
2023/3/29, 30, 4/1, 2



現施設をベースにした建替え試算イメージ（1000±α㎡）

平屋でみんなが交流しやすい
ロビーを中心につながるので
廊下分の面積を削減できる

事務室がまとまるので
連携した運営をしやすい

閉館期間が
多少長くなる

施設が小さい分、
整備・維持管理コスト
が大規模改修より安い

将来も間取りの
変更がしやすい

環境配慮など新しい設
備の導入がしやすく、
防災にも資する

みんなが顔を合わせる
ロビーを実現できる

メリット デメリット

バリアフリーの
施設にしやすい

将来も長くつかえる

その他の意見 「コストは抑えられるが、機能を維持できるか不安」「フリースペースとはどんなもの？」

③-2 施設の配置とメリット・デメリット

フリースペースでは
どんなことが…？

・みんなが顔を合わせる
・おしゃべりできる
・用事が無くても立ち寄れる
・コーヒーやお昼が食べられる
・勉強や仕事できる
・地域の情報共有 etc..

パネル4-3/整備方針案6
豊ヶ丘複合施設整備方針案ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ
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